
学長プロジェクト１
会計学への新展開
-やってみるという学び方分科会-
「実践の場から学ぶ会計の大切さ」

-今年度の活動内容について-
商経学部商学科４年 鈴木秀幸
商経学部商学科３年 平田陽世
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個人事業の経営者（協力店）への会計業務支援
原価管理と損益分岐点分析
協力店へインタビュー
⇒大学の授業や資格取得で習得した知識が、現場でどのような時に
必要なのか協力店へインタビュー。

経営者から逆に依頼！？
→最近、商品の原価が増えたと感じるが具体的な数値の計算方法が
わからない。毎月の損益分岐点が達成できる客数を把握して営業日
数を再検討したい。これらが読み取れる会計情報を提供してほしい。
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でも、
営業時間外は仕込みがあり、
定期的に証憑書類を取りに
訪問するのは難しい・・・



協力店の紹介
業種：飲食業
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店名：Cherbiatto
（チェルビアット）
営業時間：17:00~23:30
営業日：毎週火曜日から
日曜日営業（月曜日休み）

座席数：16席
場所：船橋市本中山



個人事業の経営者への会計支援概要

大学(学生) 個人事業者

①メンバー店舗へ訪問・ICT器機
とネットワーク環境の構築

②証憑書類の提供

クラウド
サービス

③証憑書類から会
計ソフト等を使い
学内等で会計処理
を行う。

④財務諸表及び会
計情報の入手。経
営管理に必要な情
報も支援が受けら
れる。

前提として、インターネット環境が個人事業者側にあること。
行政側には、デジタル化に必要な予算額が明らかとなり、推進に必要な支援額を提示できる。



提供商品を５つに区分
ランチ営業は現在実施していない5



会計情報の提供後
経営者からコメント

営業日数の削減や原価率を考慮して新商品の開発を
することができました！

→昨年、女の子が生まれ家庭と事業の両立で悩みが
あったそうです。
原価率の低いパスタを中心に
今後新商品を開発します！
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８月の新商品！！
ワタリガニ、原価心配

💦💦💦💦



ICT帳簿を使った模擬店の出店
文化祭でラーメン！

６月から文化祭でラーメン店を出店を希望して
現在活動中

⇒今まで文化祭の活動を記録していなかったため、
ICT帳簿を作成して会計情報を利用しながら活動を
してみたい！Excel,アプリなどの媒体を検討。
現在はiPhoneアプリ(Swift,Storyboard)で作成中
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ラーメンを作ること以外に
たくさんやることが・・・
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資金調達、予算編成、広報、前売り券導入
案、電子マネー決済案、当日スタッフ学生
の確保、実行委員会との会議、商品の原価
計算、材料の仕入れ先、清掃、お客の商品
提供時間までヒマにならない工夫

💦💦 💦💦
前売り券は文化祭中止の場合返金処理、
電子マネーは手数料が高いため無し！



まずは仕入先を調査9

仕入先は、業務用スーパー
や生鮮市場を利用

コストコなどはいけない人
もいるため、次回以降担当
する学生を考え外した。



商品は麺以外
自家製！

試作第１号
チャーシューを作っ
たタレに、鶏がらの
素、味の素などの調
味料を入れて作成！

醤油ラーメン、
ネギ醬油ラーメンを
提供予定
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まめ知識として
商品提供の待ち時間に広告
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 ICT帳簿をダウンロードできるQRコード作成！

つけ麺の元祖は大勝軒だった！？大勝軒に関する情報
をQRコードを作成して配信！

⇒つけ麺を知っているけど、大勝軒がはじめて作ったの
は知らなかった。２代目大勝軒マスターの田内川真介さ
ん（お茶の水、大勝軒）相談してHP掲載内容のQRコード
を作成の承認を得た！
文化祭を企業広告の場とすれば、
社会貢献もできるかも！？



今後は商品の原価、材料確保、販売量、
業務フローを検討
今後、上記の内容を取り決め、お客様に料理とまめ
知識を提供できるように頑張りたいと思います！
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